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研究成果概要 
本研究では、テレスコープアレイ実験次期計画を視野に、より効率的な地表検出器の構成

を検討している。また、テレスコープアレイ(TA)実験サイトにてそれを実際に試作し既存の

アレイに組み込み、動作を確認することを目指している。 まず検出器構造の検討を可能に

するために、既存空気シャワーシミュレーション結果を用い、粒子の検出器での粒子反応を

シミュレートすることを可能にした。まず単純に、シャワー中の電子、ミューオン、γ線に

ついて 上層と下層の 2 層構造になった検出器 を考え、ヒットの様相のみから弁別を行う

ということを仮定、鉛吸収層の厚さ毎の弁別能力を検討した。表１）に 中間の吸収層の厚

み毎のヒットパターンの様相を、入射粒子種とエネルギーを変えて集計した結果をしている。 

図１）に示すのは空気シャワーシュミレーションで期待されるエネルギー毎の各種粒子の粒

子数であり、２ｃｍ程の鉛コア距離毎のべ弁別能力を見積もった。1019eV陽子シャワーに対し

て 20mmの鉛,R～1500m付近で<10％レベルの混入になる事が判った。 
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